
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「労働法の権威」 と 

「資生堂の女性管理職」 来たる！ 

浜松人事フォーラム２０１６ 
日時：平成28年11月11日（金）13時30分より 
会場：ホテルクラウンパレス浜松 芙蓉の間 

～浜松市もワークライフバランスを推進しています～ 

近年では、企業の労務管理改善や働きやすい雇用環境整備は益々重要になっております。 
これらを日本国家としても重点方針に掲げており、今後の人口減少化時代において、もはや企業の労務管理適正化は 
経営において最重要テーマです。本フォーラムを御社の経営にお役立ていただければ幸いです。 

１万件以上の企業生現場を調査して分かった“いい人材を採用し続ける”企業のつくり方 
～応募者が来ない時の改善方法＆いい人材を見極めるポイント！～ 

特定社会保険労務士 村松貴通 

「女性が活躍する会社ランキング３年連続１位」資生堂の働き方改革とは？ 
  ・自身も会社の制度を活用しながら３０代で管理職をこなす経験談 
  ・資生堂のようなワークライフバランス実践企業になるポイント 
  ・応募者がたくさん集まる魅力的な企業を浜松に増やそう 

株式会社資生堂 経営戦略部マネージャー 長谷直子 氏 

労務管理で今後企業が考えるべきこと、すべきこと 
・最近の労働裁判例から見る、企業が必ず守るべき注意点 
・政府が目指す“同一労働同一賃金”の本当の趣旨とは？ 
・法改正をきっかけに労務管理体制を見直し強い企業をつくろう 

中央大学法科大学院教授・弁護士 山田省三 氏 
 

定 員 名 

参加費 10,000 円(税込） 
(講演会のみにご参加の場合は 3,000 円(税込） 
 とさせていただきます。） 

100 

主催：             共催：村松貴通社会保険労務士事務所／㈱浜松人事コンサルタント 

後援：浜松市・浜松商工会議所・公益財団法人浜松地域イノベーション推進機構 

公益社団法人浜松西法人会・公益社団法人浜松東法人会・浜北商工会・湖西市商工会 

静岡銀行・浜松信用金庫・遠州信用金庫・磐田信用金庫・静岡新聞社・静岡放送・中日新聞東海本社 

(定員になり次第終了) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名  業  種                 従業員数     名 

所在地  電  話 （    ）    －      

E-mail 

アドレス  Ｆ Ａ Ｘ （    ）    －      

氏  名 役  職（所 属） 
 ↓該当する項目にチェックをしてください 

 □講演会と懇親会に参加（10,000 円税込） 

 □講演会のみ参加（3,000 円税込） 
  

氏  名 役  職（所 属） 
 ↓該当する項目にチェックをしてください 

 □講演会と懇親会に参加（10,000 円税込） 

 □講演会のみ参加（3,000 円税込）   

 1974 年中央大学法学部法律学科卒業。1977 年中央大学大学院法学研究科修士課程修了。1981 年中央大
学大学院法学研究科博士課程満期退学。 

 日本の司法制度改革及び法科大学院（ロースクール）開学の立役者。特に現場の労使問題に明るく、全国
を講演活動で飛び回っている。 

 

  元 日本労働法学会理事  元 日本労働法学会事務局長  元 日本社会保障法学会理事 他多数 

      

  司法試験考査委員  東京都目黒区男女共同参画委員会公益委員 

  元 厚生労働省母性保護問題研究会委員  元 総務省諸外国男女平等状況調査委員会委員 

  元 東京都労働審議会特別委員 他多数 

 

  労働法解体新書  よくわかる！労働判例ポイント解説  現代労使関係と法 

  現代雇用法  社会保障法解体新書 他多数 

浜松人事フォーラム 2016 申込書 

〒434-0014 静岡県浜松市浜北区本沢合 829 TEL 053-586-5318  
      ［東京事業拠点：東京都文京区］ FAX053-586-5579 

村松 笑顔 社労士 

 

株式会社資生堂 経営戦略部マネージャー

中央大学法科大学院教授・弁護士 

 浜松市出身。浜松北高卒業。中央大学法学部政治学科在学中に中国ビジネスに興味を持ち北京大学へ認定
留学。中央大学大学院法学研究科修士課程修了。 

 野村証券で機関投資家営業部を経て 2004年に中国事業に力を入れている資生堂に転職し、経営企画部で
主にＭ＆Ａを担当する。その後、資生堂にとって重要な戦略拠点である中国事業革新プロジェクト室メンバ
ーに抜擢される。育児休業中の 2015年に管理職へ昇進する。会社では重責を担う管理職だが、自宅に帰れ
ば 1 歳の息子を育てる母親の顔を持つ。子育てとキャリアの両立が可能な資生堂を象徴するワーキングマ
ザーの 1人。2016年 5月には日本経済新聞の全国版で長谷氏の活躍ぶりが取り上げられる。 

主な学会活動 

主な学外委員等 

主な著書 

 ※お申込にかかるお客様の個人情報については、本フォーラム開催に必要な目的以外では使用しません。 


